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              高度先進医療支援センターニュース      

 

北の地では朝夕はめっきり冷え込み、少し早めの冬支度が始まっております。 

北大構内では観光スポットの一つ、イチョウ並木の黄葉シーズンとなって参りました。 

このたびは「本院における新規治験の受託状況」等、記載しております。 

 

 

 

 

●本院における新規治験の受託状況 ● 

 治験の受託件数はこの数年、増加傾向にあり、平成22年度以降毎年40件以上となっておりますが、平成25年度

(9月末まで)についても同様の傾向を示しております(図1)。また、治験1件あたりの症例数は平成23年度まで漸減

傾向を示しておりましたが、経費算定方法の見直しを行った平成24年度より増加傾向を示しており、平成25年度

についても同様の傾向を示しております(図2)。 

  

 一方、本院における

新規治験対象疾患につ

いては平成24年度、25

年度はそれ以前と比較

して大きな傾向の変化

は観察されませんでし

たが、｢皮膚疾患｣、

｢消化器疾患｣、｢血液

疾患｣が増加傾向を示

しております(図3)。 

  

  

   

 また、国際共同試験については平成23年度より平成

24年度、25年度(9月末まで)と増加傾向を示しており、

本院のような重症度の比較的高い疾患を中心に治験を

受託している施設では国際共同治験の割合が高まって

いることが推察されます(図4)。     

 

 

 

 

●第2回臨床研究中核病院整備事業シンポジウムの開催について● 

 本年11月13日(水)に京王プラザホテルエミネンスホールにおいて「第2回臨床研究中核病院整備事業シンポジウ

ム」を予定しております。本シンポジウムでは本院の臨床研究中核病院整備事業の実施状況についての報告後、 

3人のシンポジストの方からご講演いただきます。シンポジウムは当日参加も可能ですので、ご興味のある方は

奮ってご参加いただければ幸いです。   

●事務局からのお知らせ● 

 ■ＩＲＢ開催予定日■ 

  11月26日（火）15：00 より 

 ■会議室状況■ 

  11月中旬までのご予約は、ほぼ満室になってまいりました。 

   SDV・アポイント等のお申込みの際には、お早めにお問い合わせ下さいますようお願いいたします。 
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図2 治験1件あたりの症例数
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図1 新規治験契約件数の推移

 

 

 

 

ホームページ： http://trctca.huhp.hokudai.ac.jp/index.php 

お問い合わせ・配信変更等：電話 011-706-7061 (平日8：30～17：00） 
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図4 新規治験に占める国際共同治験の割合


